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（1）対象地域 

栃木県唐沢山内針葉樹林（集水面積 0.8ha） 

 

（2）重要な図表 

 

表 1 土壌断面方向の物理化学特性と放射性セシウム濃度 

 

 事故から 10 ヶ月後の，福島原発から 180km 離れた栃木県内の針葉樹林土壌における土壌中の物理化学

的特徴と放射性セシウムの濃度分布。放射性セシウムの全土壌蓄積量の99％が表層10cmのところにあり，

それ以降は深さ方向に低減する。また，深さ 14～16cm のところで放射性セシウムが若干みられた。 
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表３ 土壌におけるセシウム 137 の拡散係数および移行係数 

 

 セシウム 137 の土壌中での拡散および移行係数の値。V は土壌中での移行速度または移流速度であり，

Dは土壌中での拡散係数。事故前と事故後で異なる。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

  

（2）流出挙動・経路 

  

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 本研究は，針葉樹林土壌における放射性セシウムの鉛直分布を福島原発事故発生 10 ヶ月後に調査

した結果から，放射性セシウムは林床で濃縮されていることを示唆している。特にセシウム 137 の

全土壌蓄積量の 99％が土壌上部 10cm にあること，雨水浸透により事故由来セシウム 137 が 18cm 深

で観測されたことなど，沈着後の森林土壌における状態について貴重なデータが示されている。 


